
会計 款 項 目

一般 10 1 3

単位

年度

目標

実績

対応頁

－

達
成
度
合

Ｂ：目標をほ
ぼ達成でき
た（目標の
80％～
100％程度）

達
成
状
況

課
題
等

担当課

人権教育・啓発推進事業 生涯学習課

一人ひとりが確かな人権意識と平和を尊ぶ心を持ち、差別と人権侵害に対して、考え行動する力を有
している。

概要

Ｐ

（

概
要

）

通番
60

人権

人権・平和を尊ぶまちづくり

分野 32

施策 321

5年後の目標

5,200

令和元年度の取組

Ｄ

（

取
組

）

指標 「人権問題研究市民集会」の参加者数及び人権啓発作品応募者の総数 人

・12月３日に社会教育関係団体指導者研修会「ネットトラブルを疑似
体験しよう！」を開催しました。
・人権啓発作品を募集し、２月15日に開催した人権問題研究市民集会
で、入賞作品の表彰ならびにヒューマンステージを行いました。人権
啓発作品については、学校への呼びかけや、他部署と連携し、関連事
業に募集ブースを設けるなど､積極的に広報活動を行いました｡結果、
4,523人から4,945件の応募があり、児童をはじめ数多くの市民に人権
について考える機会を設けました。

人権問題研究市民集会の様子

5,200

実施計画名称（予算事業名称） 予算科目 決算額（円）

1,354,656

事業の概要

施策の「5年後の目標」に対する評価
令和元年度の達成状況

現　　　状
（計画策定時）

28 29 30 1 2

全ての市民の基本的人権が守られ個性と能力を発揮することができる社会を目指し、全市民を対象とし
「人権啓発作品の募集」と「人権問題研究市民集会」の開催を行います。

5,200
4,941

（平成26年度）

5,000 5,000

5,285 5,256 5,501 4,769

１：計画通りに進
めることが適当

・長岡京市人権啓発推進協議会や学校関係者､社会教育関係団体等と協議を進めながら､
人権問題研究市民集会の実施方法や人権啓発作品募集の内容を検討します。また、人権
啓発作品の展示などの活用を通して､人権啓発イベントへの参加者の増加につなげます｡

対応策等

目標達成に向けての次年度以降の対応

Ａ

（

行
動

）

方向性

Ｃ

（

評
価

）

評
価
指
標

・人権啓発作品の募集について、次年度以降も参加者数が維持・増加するよう取り組む必要があり
ます。

関連する評価指標 評価指標の傾向・トレンド

― ―

・（社会教育関係団体指導者研修会）　ネットトラブルについて体験を通して正し
い知識を得ることは、参加者にとって強く印象を受けるものとなりました。
・（人権啓発作品募集）　市内の小学校・中学校・高校、大学等に協力を依頼し、
多くの応募がありました。なかでも、広報を工夫することで一般市民からの応募が
増えました。一方で、部門の見直しを行ったため、全体の応募数は減少しました。
・（人権問題研究市民集会）　200人以上の市民の参加がありました。
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会計 款 項 目

一般 3 1 6

単位

年度

目標

実績

対応頁

ー

達
成
度
合

Ａ：目標を達
成又は上
回って達成
できた（目
標の100％
以上

達
成
状
況

課
題
等

通番
61

人権

人権・平和を尊ぶまちづくり

概要

5年後の目標
一人ひとりが確かな人権意識と平和を尊ぶ心を持ち、差別と人権侵害に対して、考え行動する力を有
している。

分野 32

施策 321

Ｐ

（

概
要

）

実施計画名称（予算事業名称） 予算科目 担当課

北開田会館運営事業 北開田会館

事業の概要

人権問題解決に向け関係行政機関及び隣保館連絡協議会等と連携するとともに、住民の総合的な生活
相談に応じ、自立支援のための適切な指導・助言を行います。

決算額（円）

565,648

Ｄ

（

取
組

）

指標 北開田会館における人権啓発事業の利用人数

・習字教室（44回）、男の料理教室（２回）、ウォーキング教室（７
回）､ヨーガ教室（９回）､カレンダーを作るパソコン教室（４回）、
陶芸教室（３回）､京文化教室（４回）､ゲートボール教室（１回）、
囲碁将棋教室（43回）、手づくり教室（３回）を実施しました。
・高齢者の健康維持を目的としたデイサービス事業を10回（健康体操
と給食サービスを９回、防災講習と給食サービスを１回、寄植教室を
２回）実施しました。
・人権教育指導員による各種人権研修を開催しました。

手作り教室

3,268 3,984

令和元年度の取組

人

3,208
（平成26年度）

3,300 3,400 3,500 3,600 3,700

4,104 4,532

現　　　状
（計画策定時）

28 29 30 1 2

施策の「5年後の目標」に対する評価
令和元年度の達成状況

Ｃ

（

評
価

）

評
価
指
標

関連する評価指標 評価指標の傾向・トレンド

ー ー

・北開田会館事業として文化教養教室の参加者が増加傾向にあります。
・地域の老人会が北開田会館を利用して活動されたことで、利用人数は増加してい
ます。

・参加者が少ない教室があるため、内容を検討し、参加者を増やす取り組みが必要です。
・参加者の高齢化、固定化している教室が多いため、広報活動（北開田だより・各教室のチラシ）
を工夫するとともに、新たな参加者を増やす取り組みが必要です。

目標達成に向けての次年度以降の対応

Ａ

（

行
動

）

方向性 対応策等

１：計画通りに進
めることが適当

・参加者の少ない教室について、内容や方法等を検証し、ニーズに対応した教室を実施
することで参加者の増加に取り組みます。
・地域の高齢化が進んでいることから、引き続き、地域包括支援センターや防災・防犯
担当等の関係機関と連携し、健康の維持増進や、認知症予防・介護予防の教室、防災・
防犯の教室を開催するなど、地域の見守り体制の強化につながる事業を実施し、生活相
談や自立支援のための適切な指導・助言を行う機会を増やします。
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会計 款 項 目

一般 2 1 16

単位

年度

目標

実績

対応頁

－

達
成
度
合

Ａ：目標を達
成又は上
回って達成で
きた（目標の
100％以上)

達
成
状
況

課
題
等

目標達成に向けての次年度以降の対応

Ａ

（

行
動

）

方向性 対応策等

１：計画通りに進
めることが適当

・令和２年度の「平和を考える市民フォーラム」は中止となりましたが、講演会については、日
程を変更して開催する予定です。
・長岡京市バーチャル平和祈念館について、平和コラムの更新、資料のアップロード、関連機関
のリンク先の掲載等、内容の充実を図るとともに、市内学校が、より主体的に平和学習の教材と
して活用できるよう取り組みを進め、若年層の平和意識の醸成を図ります。

施策の「5年後の目標」に対する評価
令和元年度の達成状況

Ｃ

（

評
価

）

評

価

指

標

関連する評価指標 評価指標の傾向・トレンド

ー ー

・式典での総合司会、平和に関する創作劇の披露、平和メッセージや平和に関するポスター
の制作、小学校での平和学習等、多くの場面で若年層の市民に広く参加・参画いただくこと
で、次世代に平和の大切さを伝えるという目標を達成することができました。
・指標である平和へのメッセージの参加者数については、昨年度の221人を大きく上回り､市
民に広く啓発を行うことができました。

・講演会の参加者は約150人でしたが、若年層の参加者が少ないため、引き続き、若い世代に関心を持っても
らえるよう、企画、内容、広報等に工夫が必要です。
・長岡京市バーチャル平和祈念館について、平和コラム等の更新の内容を､若年層にも親しみやすいものにな
るよう工夫する等、若い世代の活用を促進する取り組みが必要です。

現　　　状
（計画策定時）

28 29 30 1 2

Ｄ

（

取
組

）

指標 平和へのメッセージの参加者数

・戦争の悲惨さと平和の大切さを市民に伝えるため、７月13日に「平和を考
える市民フォーラム’19」を開催しました。（参加者数延べ1,271人）。
○京都府立乙訓高等学校生徒の総合司会による式典
○広島平和記念資料館前館長の志賀賢治氏による講演
〇京都府立西乙訓高等学校生徒による、平和に関する創作劇の披露
○平和祈念碑、戦没者追悼之碑への献花　○すいとんの試食と資料展示
○昔のくらしとおやつの体験コーナー　○絵本の読み聞かせ
○市内高校生が制作した、平和に関するポスター等の展示
・平和メッセージの募集を行い、フォーラムで展示しました。
・平和を祈る折り鶴を募集し、折り鶴はフォーラムにて展示及び平和祈念碑
へ献納後、広島市の原爆の子の像に献納しました（参加者数1,949人）。
・５月28日に、長岡第五小学校で、平和ビジョン懇談会前会長の小林啓治氏
による平和学習を行い、フォーラム当日に学習内容を展示しました。
・平成30年度に開設した、戦時資料や平和啓発教材を市ホームページにて閲
覧できる「長岡京市バーチャル平和祈念館」について、平和コラムの執筆
や、関連機関紹介のためのリンク先の掲載等、内容の充実に努めました。

「平和を考える市民フォーラム’
19」での志賀賢治氏による講演会

人

216（平成26年度）

240 260 280 300 320

221 310

人権推進課

事業の概要

戦後70年以上が経過し、戦争体験が風化しつつある中で、地域の戦争体験（神足空襲）や戦争の悲惨さ
を伝え、平和の尊さやいのちの大切さを考える機会を提供することが必要です。そのため、行政として中立
的な立場から「平和を考える市民フォーラム」を中心とするイベントを行うとともに、インターネットを利用して
戦争・平和に関する資料を掲載し啓発する「平和博物館（仮）」を開設・運用することにより平和施策を推
進します。

令和元年度の取組

221 310

概要

Ｐ

（

概
要

）

実施計画名称（予算事業名称） 予算科目 決算額（円） 担当課

平和施策推進事業 294,279

通番
62

人権

人権・平和を尊ぶまちづくり

5年後の目標
一人ひとりが確かな人権意識と平和を尊ぶ心を持ち、差別と人権侵害に対して、考え行動する力を有
している。

分野 32

施策 321
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会計 款 項 目

一般 3 1 10

単位

年度

目標

実績

対応頁

197

達
成
度
合

Ａ：目標を達
成又は上
回って達成
できた（目
標の100％
以上)

達
成
状
況

課
題
等

障がい者差別の解消や理解促進を図るため、障がい特性の理解と合理的配慮の事例を学ぶ機会の創
出や、主体的に行動できるサポーターづくりに取り組みます。

通番
63

人権

人権・平和を尊ぶまちづくり

5年後の目標
一人ひとりが確かな人権意識と平和を尊ぶ心を持ち、差別と人権侵害に対して、考え行動する力を有
している。

分野 32

施策 321

概要

Ｐ

（

概
要

）

実施計画名称（予算事業名称） 予算科目 決算額（円） 担当課

障がい理解・
合理的配慮提供促進事業

166,446 障がい福祉課

事業の概要

Ｄ

（

取
組

）

指標（H30年度～）
障がい特性理解のための研修を受け、

「あいサポーター」となった市民・事業者の数

・「誰もが共に自分らしく暮らす長岡京市障がい者基本条例」の趣旨
に基づき、平成30年５月に鳥取県と「あいサポート運動の連携推進に
関する協定」を締結したことを受けて、障がいについて理解を深め、
障がいのある方に対しての手助けや配慮等を実践するあいサポーター
の養成を通じて、誰もが暮らしやすい社会を目指すあいサポート運動
を推進しています。
・ホームページや広報紙に合理的配慮の取組みやあいサポート運動の
概要を掲載し、啓発を行いました。

あいサポート研修

令和元年度の取組

人、団体

平成30年度
新規事業

300 600 1,000

270 719

現　　　状
（計画策定時）

28 29 30 1 2

施策の「5年後の目標」に対する評価
令和元年度の達成状況

Ｃ

（

評
価

）

評
価
指
標

関連する評価指標 評価指標の傾向・トレンド

障がい者（児）に対するアンケートで、

①「障がい者にとって住みやすい家が準備されている

こと」が選択された割合

②「必要な福祉サービスが適切に利用できること」が選

択された割合

約４分の１の方が生活する住まいに何らかの支援を求めており、半数以上の方が
必要な福祉サービスの適切な利用を望んでいます。障がいのある方が必要な福
祉サービスや支援を適切に利用でき、地域生活を継続できる環境整備が今後取
り組むべき課題です。

・市職員､団体､企業､市民を対象に計14回のあいサポーター研修を実施しました。
その結果、449人のあいサポーターを養成し､障がいのある方に対する手助けや配慮
を行うことができる人材の創出ができました。
・あいサポーター研修を受講しあいサポート運動の普及等に積極的に取り組んでい
ただける企業に対して認定してきた「あいサポート企業」を、任意団体やサークル
等も含めて「あいサポート企業等」として認定することとし、あいサポート運動を
推進しました｡その結果､５企業、７団体（前年度の遡及適用含む）を「あいサポー
ト企業等」に認定しました。
・あいサポーター研修において、接客で使う手話学習を取り入れる等、団体のニー
ズに合わせた研修内容を行うことができました。

・障がいを理由とする不利益取り扱いの解消や合理的配慮の提供を促進するため、継続して周知啓
発していく必要があります。
・誰もが暮らしやすい長岡京市を実現するために､障がいのある方に対し配慮できるあいサポーター
のさらなる養成が必要です。

目標達成に向けての次年度以降の対応

Ａ

（

行
動

）

方向性 対応策等

１：計画通りに進
めることが適当

・引き続き、市民・事業者・団体等へ積極的に周知啓発を行い、障がい理解の向上に努
めます。
・あいサポーター養成の拡大に向けて、あいサポーター研修の情報発信に取り組み、研
修参加者を増やす取り組みを行うとともに、参加者のニーズに合わせた研修内容を企画
します。
・従来の講演会形式ではない研修の手法を新たに構築します。

－92－



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


